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米の全体需給の状況の推移

表 -1　米の全体需給の状況の推移

今年の夏の猛暑は大変であったが，毎日食べる米がスーパー
マーケットなどの売り場から姿を消し，「令和の米騒動」とも言
われた。９月に入って新米が出回り落ち着いたが，消費者を一
時的に不安にさせた。

そこで，農林水産省のお米を巡る資料から，米の総需要量と
生産量・作況指数の推移をポイント的に抜粋し，表 -1 に示した。

米の総需要量，生産量ともに年々減少している。需要量は
1963（昭 38）年の 1,341 万 t から 2023（令５）年には 804
万 t と 60％に，生産量も 1967（昭 42）年の 1,445 万 t から
2023 年には 791 万 t の 55％にまで減少している。

表 -1 では需要量に比べ生産量が上回る年をグリーンで，その
逆をピンクで示した。1967（昭 42），1975（昭 50），1977（昭

52）年は豊作（作況指数 112，107，105）で米の余剰が問題
となり，過剰米処理が行われた。一方，1980（昭 55），1993（平
５），2003（平 15）年は作況指数のそれぞれ 87，74，90 と不
作年に当たり，生産量は需要量の 80％台程度にしか確保出来て
いない。

このように，米の短期的な需要量には大きな変動がないもの
の，生産量はその年の気象の影響に左右される不安定性がある。
近年の 2015（平 27）年以降は，需要量に見合う生産量が安定
的に確保されていたが，2024 年の米騒動は前年産の作況指数
が 101 と不作ではなかったにも拘わらず，少しの供給と需要の
バランスの崩れで生じたものであり，やはり国民の主食である
米は余裕のある生産量の確保が重要である。　　　　　（K. O）

　統計データから

年 産 1963 1967 1970 1975 1977 1980 1984 1986 1988
総需要量 万t（A) 1,341 1,248 1,186 1,196 1,148 1,121 1,094 1,080 1,058
⽣産量 万t（B) 1,281 1,445 1,089 1,317 1,310 975 1,185 1,165 993

作況指数 101 112 93 107 105 87 108 106 97
B/A ％ 95.5 115.7 91.8 110.1 114.1 87 108.3 107.9 93.9

年 産 1991 1993 1994 1998 2003 2008 2013 2018 2023
総需要量 万t（A) 1,061 971 861 946 891 842 832 813 804
⽣産量 万t（B) 960 783 1,198 896 779 882 872 821 791

作況指数 95 74 109 98 90 102 102 98 101
B/A ％ 90.4 80.6 139.1 94.7 87.4 106 104.8 101 98.3

表-1 ⽶の全体需給の状況の推移

注）総需要量は，国内消費仕向量（陸稲を含み，主⾷⽤（⽶菓・⽶穀粉を含む）のほか，飼料⽤，加⼯⽤等の数量）である。
  ⽣産量は，国内⽣産量（「作物統計」の⽔陸稲の収穫量の合計に，飼料⽤⽶の数量を加えた数量）である。


